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非集中モ デ リングの 考え方を学ぶた めの

　　　　　　遠隔教育教材の 開発
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〈 概要 〉 非集 中 モ デ ル は、従 来の 要 素還元 主義的な もの の 見方や考え方か ら踏み 出す もの で あ り ，

新た ななもの の 見方や捉え 方を学ぶ題材
．
として興味深い 。こ の 考え方は、情報機器 の 出現に よ っ

て は じ め て シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン する こ とが可能 とな り、そ の 概 要を身近 に体験 で きるよ うに な っ た 。

ニ ニ で は、非集中モ デ ル の 考 え方 へ の 導人 と普及 の た め の Web 教材 の 開発 と評価 に つ い て 報告す る。

〈 キ
ー

ワ
ー

ド〉 分散 処 理的 モ デ ル 、非集 中モ デ ル 、情報教育，教材開発 、StarL。g。

1 ．1ま じ め に

　 われ われは、非集中 シ ス テ ム の 考え 方を 学

ぶ カ リ キ ュ ラ ム の 開 発 を行 い 、高校牛 に 対 し て

実施 し、教育上 の 有用性 に つ い て 実 証的 に検 討

して きた 、結果 、  こ の よ うな考え 方を 高校 牛

に ト分指導で きる 可能性 の あ る こ と 。   こ う し

た 考えに触れ る こ とは 大切 で あ る と受 け取 っ

て い る こ と。  学習後、高校生 は 生態 系や 袿会

現象 の モ デ リン グ へ 興味が高 ま っ た こ と。　 な

どを明 らか に して きた り
u ま た

、 非 集中的な考

え方 へ 導入 段 階にお け る抵抗感 を少 な くす る

た めに 、
一
般的な モ デ ル か ら、非集 中モ デル へ

と発展 させ る体 系的 な教材や テ キ ス ト等を開

発 して きた。例え ば 、情 報科で 扱わ れ て い る　
一

般的な モ デ ル の 教材 開発 を通 し て 、Starl．og ⊂，

は 各教科 書が取 り扱 っ て い る教材 をほ ぼ 体系

的に提供で きる こ とが分か っ た ．

　
一

方、こ の よ うな新 しい 考え丿∫を導入 す るた

めには、指導者の 養成が欠 くこ とが で きない tt

し か し、指導者養成 には組織的 な働 きか け と ト

分 な時間 が必 要 となり、普及 には 多大な時問が

か か る、

　 そ こ で 、こ こ で は非集 中 シ ス テ ム モ デル の 導

人 段 階 の 模擬授業 をWeb トに 公 開 し 、指導者 の

参考にす る と共 に 、直接授 業で 活 用 で き る遠隔

教育教材 の パ
ッ ケ

ー
ジ化 を提案す る 、、

2 ．非集中シ ス テ ム の 性質

　非集中 シ ス テ ム モ デ ル で 取 り扱 う こ との 多

い 社 会現象や生態 系モ デ ル の 特徴 と して 、ジ ョ

ン
・キ ャ ス テ ィ

ー
は 次 の 3点 を挙げ て い る

3，
。

  モ デ ル を構成 し て い る 要 素 の 数 は中程度。

（モ デ ル に依存 し て 変わ る）

  要素 は 知性 を 持 っ て い る。 （知 的な決 定を

す る。）

  各要素は 局 所的 な情報 に も とづ き相 互 作 用

をす る ． （完全 な情報を 知 っ て 意志決定を して

い る の では な く、限 られ た情報に 基づ い て しか 、

意志 決定が で きない ）

　 こ の よ うな考え方は 、従来の 要素還元 的な考

え 方 と異 な る新た な世 界観を 提 案する もの で

あ り、教 育で 取 り ト：げ る意義は大 き い 。

3 ，遠隔 教育カ リ キ ュ ラ ム の 基本構造

　従来提 案 L て きた カ リキ ュ ラ ム の 基 本構 造

を 図 1 に示 す i、

図 1　 カ リ キ ュ ラ ム 基本構成

　図 ［ は、指導者 （教師）が教室 に お い て 、直

接指導 を行 う こ とを 前提 と し た 基本 カ リ キ ュ

ラ ム で あ る。

　 こ こ で は、 こ の カ リ キ ュ ラ ム を基礎 と して 、
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遠隔教育 に適 した改善 を加 えた新た な遠 隔教

育用 の 非集中シ ス テ ム カ リキ ュ ラ ム を提案 す

る。

　改 善点

　 1 ）　 動機付けの 改善

　　 非集 中シ ス テ ム に つ い て の 意味や意義 を

　 理 解 し 、 動機付け を高め る工 夫。

　　 （ア ）初期の 段 階で 、非集 中シ ス テ ム の 考 え

　　　　方 を体験的に 学ぶ

　　 （イ ）各 要素 の 相互 作用 の 重要性 の 体験 を

　　　　通 した理 解

　　（ウ）偶 然性 を含む 、 予測の 難 し さの 体験

　　（エ ）複雑な動 き の 中に あ る単純な規則性

　　　　の 体験 を通 した理 解

　 2 ）　 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 相互 作用 モ デ ル

　　　　 に基 づ く、体験型プ ロ グラ ミン グに よ

　　　　るモ デ ル 化 の 学習

　 3 ）　 学習時間 の 短縮

5 ，学習 目標 とWeb教材例

最初 の 導入 段 階 に お け る 実 態 体験 と シ ミ ュ

レ
ー

シ ョ ン 環境 で の モ デル 化 の 体験

　 1 ）直接体験 に よる非集中モ デ ル の 学習

　　　（ア ）目標

　   有限な要素か らなる系 とは どの よ うなも

　　 の か を知 る

　   各要 素が 自立的 に 判断を し て 行動する と

　　 は ど の よ うな こ と か を体験す る

　   各要素が 局所的 な情報 に基づ く相互 作用

　　 を行 うとは どの よ うな こ とか を知 る 。

　   人 の 作業 の 限 界性 を知 る

　　　（イ ）題 材 （LifeGame）

　　　　   単純な規則性 か ら生 まれ る複

　　　　　　 雑 な現象

　2 ）Life − Game を モ デ ル 化する。
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　　　 図 2　探索実験 重視の カ リキ ュ ラ ム

　図 2 の 基本構想に対応 して 、各段 階の 教材 を

提案する 。

4 ．教材提 供シ ス テ ム

　指導テ キ ス ト、プ ロ グラ ム 例そ して、実験事

例は Webに よ り提 供 して い る 。 ま た、提供 した

教材群を使 っ た模擬授業はPuroducerに よ り編

集 され 、
ビデオ 資料 と して 公 開 し て い る。教師

は 、こ れ らの ビ デオ模擬授業 を利用すれ ば、授

業の 補佐 と して参加する こ とで 、
一

連の カ リキ

ュ ラ ム は実践で きる。
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　　　　 図 3　公 開模擬授業
3 ）Life −Game の プ ロ グ ラ ム 化

4 ） StarLogoの プ ロ グ ラ ム 学習　　等

6 ．実験授業 と結果

作成 した Web教材 に よる 実験授 業 を大 学生 に対

して 行 っ た。導入 段 階の 3 時間をWeb教材 の み

で実施 した。実 施後の ア ン ケー ト調査か ら、以

下の こ とが 明 らか に な っ た。

 
一

人 ひ と り の ペ ー
ス で 学習で き良 い

。

  学習 の 流れ は Web上 の 教師 の 指 示 で
、 質問 は

　 教室の 教師 に直接 で き る の で 問題 はな い 。

今後 は 、教材等をさらに充実 させ 、 高等 学校 で

の 利用 を進 めて い きた い
。
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